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光触媒産業の最新動向

●光触媒の主な利用分野と最新動向
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光触媒工業会

光触媒とは

光触媒の主な利用分野と最新動向
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負荷量と得られる光の量のバランスにより効果が発現する



光触媒工業会光触媒の主な利用分野と最新動向
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光触媒工業会光触媒の主な利用分野と最新動向

分解のメカニズム分解のメカニズム
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親水性のメカニズム親水性のメカニズム

光触媒の主な利用分野と最新動向



光触媒工業会

光触媒酸化チタン光触媒酸化チタン 粉粉

光触媒の主な利用分野と最新動向



光触媒工業会

光触媒酸化チタン光触媒酸化チタン コーティング剤コーティング剤

掲載 ： 日本曹達（株）ＨＰ

光触媒の主な利用分野と最新動向



光触媒工業会

実効例 ①

トンネル坑口のガードレールへの
コーティング例（3ヶ月後）

光触媒の主な利用分野と最新動向



光触媒工業会

中部国際空港『セントレア』のガラス

実効例 ②

光触媒の主な利用分野と最新動向
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＜内外装材＞

・内外装用タイル

・テント

・窓ガラス

・外装用塗料

＜道路資材＞

・道路資材用塗料

・道路用ブロック

・トンネル用照明カバー

・ガードレール

＜家電・自動車

関連製品＞

・空気清浄機

・冷蔵庫

・蛍光灯

・ドアミラー

・自動車用脱臭装置

＜生活用品＞

・ブラインド ・壁紙

・カーテン

・プラスチックフィルム

光触媒製品の応用分野光触媒製品の応用分野

光触媒の主な利用分野と最新動向
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光触媒製品の販売高（推定）光触媒製品の販売高（推定）
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出典：光触媒製品フォーラム資料

N=59社

光触媒の主な利用分野と最新動向



光触媒工業会

出典：光触媒製品フォーラム資料- ２００４年実績 -

１９９９年における２００５年
の市場予想結果

出典：三菱総合研究所調査

脱臭関連

（空気清浄機・冷蔵庫等）

４６％（５１１８億円）

水処理

（下水処理・排水処理等）

３２％（３５４４億円）

汚れ防止関連

（外壁・タイル等）

２２％（２４６０億円）

内装材
17%

外装材
48%

その他
0.07%

道路資材
3%

浄化機器
28%

生活用品
4%

光触媒関連市場光触媒関連市場

光触媒の主な利用分野と最新動向
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光触媒関連市場の将来展望光触媒関連市場の将来展望 （（株）ダイヤリサーチマーテック）（（株）ダイヤリサーチマーテック）

光触媒の主な利用分野と最新動向



光触媒工業会光触媒産業界の現状

① 日本で発見された技術

③ 上市されている製品が多い

② 研究者は数多く、成果も最先端

日本のマーケットにおける有利な点日本のマーケットにおける有利な点

④ マスコミ等により、消費者への認知度がある

⑤ 日本人は、清潔、健康志向である

日本マーケットの現状



光触媒工業会光触媒産業界の現状

① 粉体・分散体

② 工業原材料・塗料（コート材）

④ 現場コーティング

一次原料：酸化チタンゾルやスラリーなど

二次原料：塗料や担持体など

③ 工業製品

最終製品例

４種の事業体４種の事業体



光触媒工業会光触媒産業界の現状

日本の現場コーティングの現状日本の現場コーティングの現状

対象製品（基材）の幅が広い

市場参入が容易

④ 現場コーティング

結果、“まがい物”を販売する業者も出てきている

消費者からの疑念の声
誰にでも分かる

“お墨付き”
が必要

取扱が容易

→ 「優良誤認」への誘導



光触媒工業会光触媒産業界の現状

今、消費者から求められること今、消費者から求められること

① 試験法（ＪＩＳ→ＩＳＯ）

② 製品規格（業界規格）

③ 各種表示（業界ガイドライン）

④ 製品認証（ラベル表示）

製品を正しく選べる。



光触媒工業会光触媒産業界の現状

・光触媒性能の確認・比較

・浄化材料の高性能化・開発促進

・効果のない/低いものの排除、消費者保護

・導入・普及促進

・環境産業の創出

・国際規格：我が国産業技術の優位性確立

標準化の必要性標準化の必要性

出典：藤嶋先生、光触媒工業会発表資料より



光触媒工業会光触媒産業界の現状

光 触 媒 標 準 化 委 員 会
委員長：藤嶋昭（東京大学）

光 触 媒 標 準 化 委 員 会
委員長：藤嶋昭（東京大学）

事務局：社団法人日本ファインセラミックス協会事務局：社団法人日本ファインセラミックス協会

セルフクリーニング性能分科会
分科会長：橋本和仁（東京大学）

セルフクリーニング性能分科会
分科会長：橋本和仁（東京大学）

空気浄化性能分科会
分科会長：竹内浩士（産総研）

空気浄化性能分科会
分科会長：竹内浩士（産総研）

水質浄化性能分科会
分科会長：垰田博史（産総研）

水質浄化性能分科会
分科会長：垰田博史（産総研）

抗菌・防かび性能分科会

分科会長：窪田吉信（横浜市立大）

抗菌・防かび性能分科会

分科会長：窪田吉信（横浜市立大）

経 済 産 業 省経 済 産 業 省委託

分科会連絡会
連絡会会長：指宿堯嗣

分科会連絡会
連絡会会長：指宿堯嗣 【役割】

光触媒加工製品の光触媒性能を
評価するための試験方法を作成し、
ＪＩＳ、ＩＳＯの原案として提案する。

【発足】
２００２年９月３０日

【委員会のメンバー】
・光触媒の有識者委員
・光触媒製品のメーカー委員
・光触媒製品のユーザー委員

2003/9～2006/3の間、
基準認証事業として委託

光触媒標準化委員会の組織光触媒標準化委員会の組織



光触媒工業会光触媒工業会の役割

光触媒工業会設立に向けて光触媒工業会設立に向けて

光触媒工業会

光触媒製品
フォーラム

2006年4月1日（発足）

光触媒製品
技術協議会

2006年4月1日

（合併予定）

新規会員

2006年7月19日以降

（合併予定）

2006年4月1日以降、工業会
の正会員の紹介



光触媒工業会光触媒工業会の役割

光触媒工業会の目的光触媒工業会の目的

関連産業の発展 国民生活の向上

１） 光触媒技術の応用と拡大と認知活動を通じて
製品の普及を図り、

２） 技術の向上と高品質な製品の供給による
健全な市場形成を促すことにより



光触媒工業会光触媒工業会の役割

光触媒工業会の目指すところ光触媒工業会の目指すところ

③光触媒に関する国内外の関連機関、諸団体
との連携を図る

①光触媒標準化（JIS試験法）

及び 製品規格化 を進め、
消費者の信頼向上を図る

②国際標準化（ISO）に積極的に取り組む



光触媒工業会光触媒工業会の役割

表示ガイドライン制定表示ガイドライン制定

JIS試験法 ISO

新業界団体
が中心となり

緊急課題！
表示ガイドライン

制定



光触媒工業会光触媒工業会の役割

消費者の期待にこたえるために消費者の期待にこたえるために

製品規格

消費者
大学・公的研究機関

経済産業省新業界団体

①①試験法（試験法（JIS,ISOJIS,ISO））

②②表示ガイドライン表示ガイドライン
（使用方法、注意事項（使用方法、注意事項
など）など）

③③性能判定規準の制定性能判定規準の制定

④④認証制度認証制度



光触媒工業会光触媒工業会の役割

光触媒工業会光触媒工業会 委員会と主な活動内容委員会と主な活動内容

国際委員会

標準化委員会

規格運営委員会

技術委員会

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ委員会

試験方法の標準化活動（JIS、ISO）、製品規格化活動等

製品認証表示・運用規定の策定および管理、フォロー等

市場普及状況や技術動向調査、展示会開催等

技術講演会や研究会の実施、技術調査と課題の整理等

海外の関連機関、諸団体との交流及び協力等



光触媒工業会光触媒工業会の役割

ＥＪＩＰＡＣ （ドイツ）

ＰＩＣＡＤＡ （ＥＵ）

ＩＣＧ‐ＴＣ24 （オラン

ダ）ＥＦＰＡＣ

（チェコ、ドイツ、イタリア）

光触媒標準技術研究会 （韓国）

光触媒標準起草作業部会 （中国）

台湾光触媒産業発展協会 （台湾）

海外の標準化団体海外の標準化団体

アジア

オーストラリア

アメリカ

アフリカ

ヨーロッパ



光触媒工業会光触媒工業会の役割

海外での事業体および現状海外での事業体および現状

① 基礎研究実施型

③ 輸入型

② キャッチアップ開発型

■欧 州

■アジア（中国、韓国、台湾）

■ ？

欧州においては、日本の光触媒研究者と交流が活発であり、基礎研究が終了段階
にある。今後は欧州企業が応用研究、製品化段階に入っていくとみられる。

アジアにおいては、既に産・官・学連携の光触媒関連団体も存在し、認知度も高ま
りつつある。地元企業による光触媒製品の上市も始まっている。
今後、急速に大きく広がる可能性が高い。



光触媒工業会光触媒工業会の役割

●光触媒製品の技術的特徴

●新規アプリケーションの開発が必要

●光触媒普及のための条件

今後 期待する技術



光触媒工業会光触媒工業会の役割

■「環境」「安全性」「省エネ」「快適性」の面で優れている。

■強力な分解力と超親水性との優れた性能を有する

→環境ホルモン等に対しても有効

→建物の冷房負荷軽減にも寄与できる可能性

■紫外線が必要、可視光応答型は開発中

■表面での作用であり、水中での効果的な応用には工夫が必要

■分解反応速度には限りがあり、効果的な適用分野を選定する必要

がある

光触媒製品の技術的特徴光触媒製品の技術的特徴



光触媒工業会光触媒工業会の役割

新規アプリケーションの開発が必要新規アプリケーションの開発が必要

② 光触媒性能からスタートした製品は未だない

→ 水の完全分解か？

⇒ 大きな事業として可能性あり！

③ 光触媒＝既存のアプリケーション改善技術
として使われている

① ニーズの高い分野へ適用

→ 省エネ技術への展開



光触媒工業会光触媒工業会の役割

光誘起親水性を利用した冷却システム

排熱 大

エアコン

地表からの輻射熱

冷房負荷大
排熱大

現 状

光触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ建材

地表からの輻射熱

水
膜

水の蒸発による冷却

冷房負荷低減
排熱低減

散水システム

壁面からの
冷輻射 排熱 小

エアコン

エネルギー消費 大
快適性低下（壁輻射熱）

室内冷房の省エネルギー
周辺大気の冷却



光触媒工業会光触媒工業会の役割

外観

測定対象室（８畳）

玄関

１Ｆ平面 ２Ｆ平面
Ｎ

測定対象室（８畳）

玄関

FIX窓

FIX窓

引違い窓

貯水タンク
　（外置き）

FIX窓

FIX窓

引違い・吐出し窓

測定対象室（８畳）

玄関

１Ｆ平面 ２Ｆ平面
Ｎ

測定対象室（８畳）

玄関

FIX窓

FIX窓

引違い窓

貯水タンク
　（外置き）

FIX窓

FIX窓

引違い・吐出し窓

：屋根用、２F外壁用、１F外壁用
２F窓用、１F窓用（循環回収系）

床面積13.2㎡
（８畳）

床面積13.2㎡
（８畳）

外壁断熱仕様：
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ（10K） ｔ50

窓ガラス仕様：
Low-Eﾍﾟｱｶﾞﾗｽ ｔ3-6-3

■断熱仕様
■計測項目
・室内温度 ・部材各部温度・屋外温
湿度 ・日射量
・水冷式ファンコイルの
出入り口水温、水量

・貯水タンクの水位
など

■タンク水位変化（一例）

蒸発水量

H16、Ｈ17夏（２シーズン）実験実施

東大・先端科学技術研究ｾﾝﾀｰ内

【検討概要】



光触媒工業会光触媒工業会の役割

室温低減効果 （非空調時） －実証住宅実験－

体感温度（作用温度）
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温

度
差

（
d
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２F

１F

4.4deg低下 1.9deg低下 1.5deg低下 0.5deg低下 ２Ｆ

１Ｆ3.5deg低下 0.6deg低下 2.1deg低下 0.6deg低下

温度低減効果（負荷軽減効果）： 外壁 ＞ 屋根 ＞ 窓

14.4㎡
散水面積

50.1㎡ 10.1㎡

３５ ： ５０ ： １５

温度低減効果
（比）非

散
水

（
n
=
7
）

外気温度よりも下がる！
滞在者、気温低下以上に「快適」！
壁面・天井面温度（熱輻射）低下の

効果と予測

外気温度よりも下がる！
滞在者、気温低下以上に「快適」！
壁面・天井面温度（熱輻射）低下の

効果と予測

2004.7 NHKﾆｭｰｽ10

体感温度 （作用温度OT）



光触媒工業会光触媒工業会の役割

水の完全分解水の完全分解

読売新聞（名古屋） 2005年5月12日（木）

← 光触媒ミュージアムでご覧になれます。

生成した水素と酸素の気泡

光触媒
を塗布したガラス板

生成した水素と酸素の気泡

光触媒
を塗布したガラス板



光触媒工業会光触媒工業会の役割



光触媒工業会光触媒工業会の役割

（１）メリットの定量化
価格上昇と得られる経済的効果、抗菌性能と得られる効果等の定量化

（２）一般消費者の効果把握の容易化
新しい技術で消費者になじみが少ない、効果が眼で見て把握しにくい

（３）キラーアプリケーションの開発
その技術が人々の需要をかきたて市場拡大に重要な役割をはたす
応用先が、まだない

（４）気候・風土・生活習慣・国民性を考慮した商品展開
雨の少ない地域、太陽光の弱い地域、エアコンの必要性、
抗菌に対する国民性等

（５）使用環境の制限除去
紫外線の少ない環境、微弱可視光

（６）水質浄化技術の開発
工業製品として比較的高額な商品への展開可能性

光触媒普及のための条件



光触媒工業会＜国際光触媒展2006のご案内＞

会 期：2006年10月2日（月）～4日（水）

会 場：東京ビッグサイト・西４ホール

主 催：国際光触媒展実行委員会／株式会社東京ビッグサイト



光触媒工業会光触媒工業会の役割

『『光触媒工業会光触媒工業会』』 20062006年年44月月11日発足日発足

光触媒工業会

光触媒製品
フォーラム

光触媒製品
技術協議会

2006年4月1日

（合併予定）

新規会員

2006年7月19日以降

（合併予定）

2006年4月1日以降、工業会
の正会員の紹介

本日お集まりの皆様に光触媒工業会の活動にご支援
いただきますとともに、各企業様におかれましては、
光触媒工業会への積極的参画をお願いいたします。



光触媒工業会

光触媒工業会光触媒工業会光触媒工業会光触媒工業会

日本発の産業


